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学総合研究所で実施した PET 計測による脳内 DA 受容












実現に向けて活動を開始した . 下北, 志賀高原, 木曾, 
屋久島で国有林内に研究林地域の設定を依頼した. 4 地
域の国有林は設定地域の施業にそれなりの配慮をする
ことで了解された. 下北研究林は 1973 年に,志賀高原研
究林は 1978 年に,屋久島・木曾研究林は 1983 年に許可
されて,同施設は完成した. 完成に至る過程には,日本の
社会的諸状況が大きく関与したと思われる. 
 第一に, 1960-70 年代日本における当時の活発な野外
調査活動があった. 下北, 白神, 金華山, 日光, 房総, 箱
根, 南アルプス, 志賀高原, 黒部, 白山, 比叡山, 嵐山, 



































 現在, プランク・リクロ液にて脱灰処理中であり, 観
察に至っていない. 
 










そこで, チンパンジー頭部を CTと MRIにより同日計測
し, MRI 画像が不得意とする骨の画像を含む CT 画像と
CTが不得意とする脳実質を含む MRI画像を比較検討す
ることにより ,化石人類の脳の推定に寄与できる基礎
データを得ることを目指した. MRI 計測は, 3D gradient 
echo法を用い, 3次元画像データからCT画像と同じ断面
の MRI 画像を作成することで比較を試みた. 2 頭のデー
タを現在解析中であり, 平成 23 年度中の取りまとめを
目指す. 
 
C-6 霊長類における糞尿を用いた新たな生理指標の評
価検討 
清水慶子（岡山理科大・理・動物） 
対応者：橋本千絵 
糞尿中ホルモン測定法を類人猿およびマカク属サル
の雄・雌の繁殖状態の推定および性成熟度や老化の程度
の推定に応用するため, 性腺および副腎皮質由来のス
テロイドホルモンについて, 二抗体酵素免疫測定法に
よる測定系の開発およびその検討を行った. 加えて, 実
際に類人猿およびマカクの糞尿を用い, これらの測定
において至適の保存条件や抽出条件を決定するため
様々な方法を試みた. これらの結果, これまでに申請者
らが確立した性腺由来のプロゲスチン, エストロゲン, 
アンドロゲン, ゴナドトロピンの二抗体法酵素免疫測
定法に加え, 副腎由来のアンドロステンジオン, デヒド
